
【目的・目標】
本事業を実施することとした目的や、本事業を通じて目指
す目標について簡潔に記載ください。

【本頁の作成に当たっての留意事項】

・ 各項目について、灰色の吹き出しにおいて示
している内容を踏まえて、記載ください。

・ 本頁で示す各項目については、適宜文字や表
の大きさを変えるなどして、１頁で収まるよう記
載ください。

令和７年度インクルーシブな学校運営モデル事業 取組概要

目的・目標

⚫ 交流及び共同学習に係る取組を基軸とし、多様性への理解を深めるなど、共生社会の担い手育成に係る取組を充実させる。
⚫ 小学校又は高等学校と特別支援学校の教職員間の連携を深め、交流及び共同学習に係る取組を通じて、小学校及び高等学校にお
ける特別支援教育に係る校内体制強化を図る。

⚫ 地域の学校ニーズに応じた特別支援学校のセンター的機能の充実を図る。

【学校運営連携校】
指定している学校運営連携校について、学校名を記載く
ださい。また、特別支援学校については、対象障害種を記
載ください。
指定している特別支援学校と小・中・高等学校の組み合
わせが複数がある場合は、どの学校とどの学校を一体的
に運営しているのかが分かるよう、番号を振るなどの工夫
をしてください。
また、学校運営連携校の両校が「一体型」「併設型」「隣
接型」のどれに該当するか、最も近しいものを１つ選択し
て記入してください。
一体型：両校の校舎が一つになっている場合
併設型：同じ敷地内に両校の校舎がそれぞれ設置されて
いる場合
隣接型：両校の校舎が近隣に位置している場合

【カリキュラム・マネージャー】
カリキュラム・マネージャーを複数配置している場合は、そ
れぞれについて、主な経歴を記載してください。なお、カリ
キュラム・マネージャーの氏名を記載いただく必要はござ
いません。

【岡山県教育委員会】

学校運営
連携校

岡山県立東備特別支援学校（対象：知的障害）
備前市立西鶴山小学校
岡山県立備前緑陽高等学校

隣接型
カリキュラム・
マネージャー

元特別支援学校校長

【取組概要】
本事業での取組のうち、特に力を入れて取り組んだ点や
アピールしたい点、特色ある取組を中心に、取組全体の概
要を簡潔に記載ください。
関連する写真等があれば、積極的に掲載ください。

【タイトル】
委託団体名を追記ください。

取組概要

【本事業での取組のうち、特に力を入れて取り組んだ点】
・小学校又は高等学校と特別支援学校の教員連携強化 （相互授業参観等）
・交流実績少数高等学校における持続可能な取組の検討
・特別支援学校のセンター的機能を活用した校内研修の実施
・年間指導計画等の調整による既存の交流及び共同学習の見直し
・共同学習の側面を意識した授業づくり

【特色ある取組】
・地域と連携した単元指導計画等の創造（備前焼や古墳を共通教材とした取組、地元企業による出前授業を活用した取組）
・地理的に離れた学校間の取組
・高等支援学校と高等学校の交流ではなく、実態差の大きい集団における交流及び共同学習の実施

【備前焼の作品】 【丸山古墳】



①交流及び共同学習を発展させた柔軟で新しい授業の在り方の検討

発展の方向性
○各種指導計画の調整
○共同学習の側面を意識した授業作り
○既存の内容の発展又は未実施教科等における交流及び共同学習を
位置付けた年間指導計画の作成
○地域と連携した単元指導計画等の創造

【岡山県立東備支援学校と備前市立西鶴山小学校の取組】 【岡山県立東備支援学校と岡山県立備前緑陽高等学校の取組】

②現行の教員配置にこだわらない専門性を高めた授業実施のための体制構築の在り方

【岡山県立東備支援学校（小学部）と備前市立西鶴山小学校】
・相互授業参観
・校内研修（仲間づくり、多様性理解）
・学校祭見学
【岡山県立東備支援学校（高等部）と岡山県立備前緑陽高等学校】
・相互授業参観
・学校見学
・オープンスクール参加
・校内研修（障害特性の理解と支援について）
・学校祭見学
・販売学習参観

【本頁の作成に当たっての留意事項】

・ 各項目について、灰色の吹き出しにおいて示
している内容を踏まえて、記載ください。

・ 本頁で示す各項目については、適宜文字や表
の大きさを変えるなどして、１頁で収まるよう記
載ください。

令和７年度インクルーシブな学校運営モデル事業 取組概要 【岡山県教育委員会】

【①交流及び共同学習を発展させた柔軟で新しい授業の
在り方の検討】
本事業を通じた交流及び共同学習の発展の方向性やね
らいに触れつつ、今年度実施した交流及び共同学習の対
象学年や教科、主な内容を記載ください。
また、交流及び共同学習の実施に当たり、教師が実施し
た指導内容や指導方法の工夫等についても記載ください。
関連する写真等も積極的に掲載ください。（写真の掲載
枚数の上限はありませんが、最低でも１枚は掲載していた
だくようお願いします。また、写真のレイアウトは適宜変更し
ていただいて結構です。）

【②現行の教員配置にこだわらない専門性を高めた授業
実施のための体制構築の在り方】
学校運営連携校の教員への兼務発令や専門スタッフの
配置等の人事上の工夫や、両校間の一体的で専門性を
生かした指導体制の構築のための工夫など、専門性を高
めた授業実施のための体制構築に関する取組について、
記載ください。
関連する写真等も積極的に掲載ください。（写真の掲載
枚数の上限はありませんが、最低でも１枚は掲載していた
だくようお願いします。また、写真のレイアウトは適宜変更し
ていただいて結構です。）

【タイトル】
委託団体名を追記ください。



【本頁の作成に当たっての留意事項】

・ 各項目について、灰色の吹き出しにおいて示
している内容を踏まえて、記載ください。

・ 本頁で示す各項目については、適宜文字や表
の大きさを変えるなどして、１頁で収まるよう記
載ください。

令和７年度インクルーシブな学校運営モデル事業 取組概要

【本事業の成果】
本事業を通じた成果について、具体的に記載ください。
児童生徒や教員等に対するアンケートなど、定量的に成
果を測ることのできる工夫をされている場合は、その結果
についても積極的に記載ください。

【岡山県教育委員会】

【課題と今後の展望】
本事業の実施を通して見えてきた課題や達成できなかっ
た課題について、具体的に記載ください。
また、それらの課題を克服するための今後の展望につい
ても、具体的に記載ください。

【タイトル】
委託団体名を追記ください。

本事業の成果

・学校間交流後に実施した教職員アンケートでは、次の項目において、肯定的な回答をした教職員が実施前と比較して平均２０％増えており本事業の成
果を感じている。
「交流及び共同学習が共生社会実現のために必要」/「交流及び共同学習は子どもの将来の地域生活のために必要」/「学校間交流校の双方の子ど
もたちが共に学ぶことで、お互いの子どもの理解が進む」/「交流及び共同学習で地域資源を活用することは子どもにとって地域や地域の人と関わる経
験や学習を積み重ねるよい機会である」
・共同学習の側面も意識しながら授業作りを行うことができた。
・学校運営連携校の教員間で良好な関係が築け、お互いに意見を出し合いながら授業づくりができるようになった。
・打ち合わせや振り返り等を通して、互いの学校の児童生徒理解につながった。
・普段の学校生活では見せることのない姿を見ることができ、生徒に対する教職員の見方が変わった。
・教職員からは、「課題は色々あるが、やってみることが大切」、「一緒に活動することは心配ないのかもしれない」等、交流及び共同学習の実施に対して前
向きな声が聞かれるようになった。
・特別支援学校の教員が行う授業を参観して、特別支援教育の視点を活かした授業改善につながった。
・児童生徒からは、「最初は嫌だなと思っていたけど、実際行ってみるととても楽しかった」、「いろいろな人がいるから、それぞれにあったコミュニケーション
がある」、「障害のある人たちのことを知っていきたい」、「窯の中に初めて入ったが、想像以上に狭くてびっくりした。狭い理由は、色をちゃんと付けるため
らしい。初めて知った。」などと交流の感想だけでなく、教科の学びがあったこともうかがえた。

課題
・

今後の展望

【課題】
・所管教育委員会が異なるため、打ち合わせや振り返りを行うオンライン会議の実施において制約を受けている。
・各種指導計画の調整が難しい。
・小学校や高等学校に在籍する特別な支援が必要な児童生徒への対応に係る更なる専門性向上の取組が必要である。
・学校間交流用の指導略案の形式が定まっておらず、学校運営連携校同士で指導目標や配慮事項の確認や、通常学級で特別支援教
育の視点を活かした授業を行っていくための教師の振り返りが十分に行えていない。
・特別支援学校との学校間交流を実施していない小・中・高等学校が多く、特別支援学校と学校間交流を行うにあたっての「はじめの
一歩」を踏み出すための取組について、イメージをもつことができていない学校が多い。
【今後の展望】
・クラウドの活用等により、対面や電話以外の打ち合わせ方法を模索する。
・高等学校側の交流及び共同学習の計画に係る負担を軽減して交流を進めるために、高等学校側がもともと計画していた学習に特別
支援学校も 参加していく方向で検討していく。
・特別支援学校におけるセンター的機能を積極的に活用した校内研修及び事例検討会実施する。
・学校間交流用の指導略案の様式を作成する。
・学校間交流の公開授業を行ったり、事業報告会を実施したりする。
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